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この印刷物は、古紙配合率70％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。

※本冊子はユニボイス：Uni-Voice音声コードに対応しています。音声で聞く場合は、音声コードに対応する携帯電話かスマートフォンにアプリをダウンロードしてご活用ください。

　あなたは、心や身体の障害のこと、障害がある人のことを、どのくらい知って

いますか？ また、街中や学校、家の近くなどで、障害がある人が困っていたら、

あなたはどうしますか？

　障害や障害がある人のことをよく知らないため、「手助けしたほうがよいだろ

うか」と思っても、「ほかの人が手助けするだろう」とか「どのように手助け

したらよいのかわからない」などと考えてしまい、声をかけるのをためらっていま

せんか？ または、「障害がある人は、何をするのかわからない危険な人」などと

いう間違った認識から、手助けすることをやめてしまっていませんか？

　このガイドブックでは、障害がある人のサポートに役立つ基礎知識やコミュニ

ケーションのポイントなどを紹介しています。障害がある人は、周囲の理解や

手助け、配りょがあれば、私たちと同じようにできることがたくさんあります。

　あなたの「手助けしたいという気持ち」を実行に移すために、このガイドブック 

を、ぜひ役立ててください。
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ガイドブック

こころ

なくそう生きづらさ みんなで築こう共生社会
い きず きょう せい  しゃ  かい

　街や施設などでよく見かける障害がある人に関わる
主なマークには次のようなものがあります。
　みんなで理解して豊かな共生社会をつくりましょう。

まち し  せつ ひと かか

り  かい ゆた きょうせい しゃ かい

み しょうがい

つぎおも

　街や施設などでよく見かける障害がある人に関わる
主なマークには次のようなものがあります。
　みんなで理解して豊かな共生社会をつくりましょう。

まち し  せつ ひと かか

り  かい ゆた きょうせい しゃ かい

み しょうがい

つぎおも
障害がある人に
関するマーク

しょう  がい ひと

かん

こころ からだ しょうがい しょうがい ひと し

き    そ やく だしょうがい ひと ち  しき

しょうがいしょうかい ひと しゅう  い り  かい

はいて  だす わたし おな

て  だすて  だすひとおも

かんが こえ

なにしょうがい ひと き  けん ひと

ま  ちが にんしき て  だす

て  だす き　も じっこう うつ

やく だ

障害者のための
国際シンボルマーク

しょうがいしゃ

こくさい

し せつたてもの
　障害がある人が利用できる
建物や施設であることをわかり
やすく示すための世界共通のシン
ボルマークです。

しめ せ  かいきょうつう

しょうがい ひと り よう

盲人のための
国際シンボルマーク

もうじん

こくさい

ひと あんぜん こう
　世界共通のマークで、視覚障害
がある人の安全を考りょした
建物、設備、機器などに表示さ
れています。

せつ  び　たてもの き　き ひょうじ

し かくしょうがいせ かいきょうつう

身体障害者標識
しんたいしょうがいしゃひょうしき

うんてんめんきょ じょうけん ふ
　肢体不自由であることを理由
に運転免許に条件を付されている
人の車に表示されるマークです。

くるまひと ひょうじ

し  たい  ふ  じ  ゆう り ゆう

まち なか がっこう いえ ちか しょうがい ひと こま

て  だすしひとしょうがい しょうがい

ほじょ犬マーク
けん

　身体障害者補助犬（盲導犬、
介助犬、聴導犬）同伴を受け入
れる施設や店舗であることを示す
マークです。

し せつ てん ぽ しめ

かいじょけん ちょうどうけん どうはん う い

しん たいしょうがいしゃ  ほ  じょけん もうどうけん

ハート・プラスマークハート・プラスマーク

　外見からはわかりにくく、
さまざまな誤解なども受けやすい
内部障害・心臓疾患がある人を
示すマークです。

ひと ない ぶ しょうがい

しめ

しんぞうしっかん

うご かい

がい けん

オストメイトマークオストメイトマーク

　人工肛門・人工膀胱を使用して
いる人（オストメイト）のため
の設備があるトイレに表示され
るマークです。

せつ  び ひょうじ

ひと

じんこうこうもん じんこうぼうこう し よう

ヘルプマーク

　義足や内部障害、妊娠初期
など、外見からはわからなくて
も、手助けや配りょが必要な人
のためのマークです。

はいて だす ひつよう ひと

ぎ  そく

がいけん

ない  ぶ  しょうがい にんしん  しょ  き

聴覚障害者標識
ちょうかくしょうがいしゃひょうしき

　聴覚障害があることを理由に
運転免許に条件を付されている
人の車に表示されるマークです。

じょうけん ふうんてんめんきょ

ひと くるま ひょうじ

り ゆうちょうかくしょうがい

みみ

耳マーク

　外見ではわかりにくい聴覚障害を
示すためのマークで、聴覚障害のある
人がカードなどを身につけています。

しめ

ひと み

ちょうかくしょうがい

がいけん ちょうかくしょうがい



●視覚障害がある人は、困っていても周りの状況がわからないので、助けを求められないこと

があります。「何かお困りですか」などと声をかけましょう。

●視覚障害がある人に説明するとき、「あれ」「それ」や「あちら」「こちら」などの表現では

わかりません。「あなたの 30センチ右」「あなたの２歩前」など具体的に説明しましょう。

●視覚障害がある人を誘導する場合、どのように誘導すればよいか、本人に確認してから誘導

しましょう。

●メガネやコンタクトレンズをしても一定以上の視力が出ない「視力障害」と、見える範囲が

だんだん狭くなる「視野障害」により、生活に支障がある状態をいいます。

●視覚障害にも程度があり、「まったく見えない」「見えづらい」の２つに大別されます。

●「見えづらい」の中には、次のような症状があります。

　・細部がわからない

　・光がまぶしい

　・暗いところで見えづらい

　・見える範囲が狭い

　・特定の色がわかりにくい

全　　　　盲

ロービジョン

視 野 狭 窄

… 光をまったく感じない、まったく見えない状況

… めがねなどを使っても十分な視力を得られない状況

… 見える範囲が狭い状況（中心部が見えづらい「中心暗点」など）

●一人で移動することが困難です。

　慣れていない場所では一人で移動することが困難です。

●目で見る情報は集めにくいです。

　目で見ることによる情報は得にくいため、音を聞いたり、手で触れるなどにより情報を集め

ます。墨字による手紙やチラシなどはわかりにくいです。

●自分のいる場所や、ほかに誰がいるのか周りの状況がわかりません。

　会議などでは、自分が会議室のどこにいて、ほかに誰が出席しているか、説明がないとわか

りません。

●ほかの人の視線や表情がわからないことから、コミュニケーションに苦労します。

●点字ブロックの上に、看板や自転車などがあると、歩くのに困ります。

　視覚障害がある人の中には、点字ブロックを頼りに歩く人がいますが、物が置いてあると、

ぶつかるなど、けがをしてしまいます。

ポイント 声をかけるとき、突然に肩をたたくなどすると驚かせてしまいます。
できるだけ前方から、自分の名前を名乗るなど、話しかけましょう。

ポイント 誘導の受け方は人によって違います。その人の意向を確認し、立つ位置や
歩く速度など、本人の望む方法により、誘導することが必要です。

●レストランでは、メニューに書かれている内容（料理名、値段、分量など）を読み上げて説明

しましょう。また、料理が運ばれてきたときは、どこに、どの料理があるか説明しましょう。

●トイレに案内するときは、入口までの誘導ではなく、中まで誘導し、個室の場合は「和式か

洋式か」「便器の向き」「トイレットペーパーや水洗レバーの位置」などを確認してもらいま

しょう。

●お店などで商品代金のおつりを渡すときには、紙幣や硬貨の種別を声に出して確認しながら

手渡ししましょう。

●音声案内のない信号機の横断歩道では、信号が「赤」なのか「青」なのかわかりにくいため、

「歩行者用の信号が青になりました」「歩行者用の信号はまだ赤です」などと、声をかけま

しょう。また、できれば誘導して一緒に横断歩道を渡りましょう。

●駅のホームでは線路への転落の危険があります。また、階段

付近も転落の危険があります。あぶないときは声をかけま

しょう。

●点字ブロックの上に物を置いたり、自転車を置いたりするの

はやめましょう。

●盲導犬には、視覚障害がある人に交差点や段差、自動車の

接近を知らせるなど、安全な歩行を助ける大切な役割がある

ので、邪魔をしないように温かく見守りましょう。

接する時の心がけ、コミュニケーションのポイント

望まれる心配りの事例
のぞ こころ  くば じ　 れい

望まれる心配りの例
のぞ こころ  くば れい

コミュニケーションのポイント

視覚障害とは
し 　かく　しょうがい

こんなことに困っています！
こま

言葉の説明
こと  ば せつめい

心のバリアフリー推進キャラクター
ここちゃん

こころ すいしん

視覚障害について
し    かく しょう がい障害を

知ろう

しょうがい

し
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せま し   や  しょうがい

み

さい ぶ

ひかり

み はん い せま

とくてい いろ

ぜん もう ひかり かん み じょうきょう

つか し りょくじゅうぶん え じょうきょう

し　　 や　　きょう　 さく み はん い せま じょうきょう ちゅうしんあんてんちゅうしん ぶ み

くら み

なか つぎ しょうじょう

いっ てい  い じょう

め み じょうほう あつ

め み じょうほう じょうほうおと き て あつふえ

すみ じ て がみ

じ ぶん ば しょ だれ まわ じょうきょう

かい ぎ じ ぶん かい ぎ しつ だれ しゅっせき せつめい

ひと し せん ひょうじょう く ろう

てん じ うえ かんばん じ てん しゃ ある こま

し かくしょうがい ひと なか てん  じ たよ ひと もの おある

い どうひとり こんなん

な ば しょ ひとり い どう こんなん

か ないよう りょう り めい ね だん ぶんりょう よ あ せつめい

りょう り はこ りょう り せつめい

あんない いりぐち ゆうどう ゆうどうなか こ しつ ば あい わ しき

ようしき べん き む い  ちすいせん かくにん

みせ しょうひんだいきん わた しゅべつ こえ だし へい こう か かくにん

おん せい あん ない しん ごう き おうだん  ほ  どう あおしんごう あか

ほ  こうしゃ よう しんごう しんごうあお ほ  こうしゃよう あか こえ

ゆうどう いっしょ わたおうだん ほ どう

えき せん ろ き けん かいだんてんらく

ふ きん き けん こえてんらく

てん じ うえ もの お おじ てんしゃ

もうどうけん し  かくしょうがい ひと じ どうしゃこう さ てん だん さ

せっきん し あんぜん たいせつ やくわりほ こう たす

じゃ ま あたた み まも

て  わた

し りょく で し りょくしょうがい み はん い

せいかつ し しょう じょうたい

み み たいべつし かくしょうがい てい ど

し かくしょうがい ひと こま まわ じょうきょう たす もと

し かくしょうがい ひと せつめい ひょうげん

し かくしょうがい ひと ゆうどう ゆうどう ほんにん かくにんば あい ゆうどう

みぎ ほ  まえ ぐ  たいてき せつめい

なに こま こえ

こえ おどろとつぜん かた

ゆうどう う かた ひと ひとちが い こう かくにん い  ちた

ある そく ど ゆうどう ひつようほんにん のぞ ほうほう

はなぜんぽう じ ぶん な まえ な　の



●聴覚障害がある人は、会話の方法が適切でないと、話を伝えることができない場合があります。

まずはアイコンタクトをとってお互いを確認し、その人が望む会話の方法を確認しましょう。

●難聴や中途失聴の障害がある人には、要約筆記による情報伝達が望まれます。

●音声以外の伝達方法を使いましょう。例えば、メールやファクスなど目で見る方法による

情報の伝達が有効です。

●聴覚障害には、音がまったく聞こえない「失聴」と、話し言葉や小さい音が聞こえない、
聞こえづらい「難聴」があります。また、先天性の聴覚障害と、事故や病気で途中から聞こえ
なくなる中途失聴があります。

外耳や中耳が正常に機能しなくなり、音が伝わりにくくなる難聴のこと。

慢性中耳炎や滲出性中耳炎など、主に中耳の疾患でみられる。

内耳や、それより奥の中枢の神経系に障害がある場合に起こる難聴のこと。

高音域の音が聞こえにくくなったり、複数の音を一度に聞いた時に、特定

の音を聞き分けたりすることが難しくなる。

●伝 音 性 難 聴 …

●感 音 性 難 聴 … 

し　 かく しょうがい

言葉の説明
こと  ば せつめい

言葉の説明
こと  ば せつめい

次のようなコミュニケーションの方法があります。ポイント

伝えたいことを

紙などに書いて

伝える方法

筆談
口の動きで

言いたいことを

伝える方法

口話
手や指、体の動き

などにより言いたい

ことを伝える方法

手話
声帯の代わりに食道部を振動させて声にする

「食道発声」や、電動式人工喉頭を首に当てて

声にする方法

代用発声（音声機能障害）

盲ろうの人とは、次のようなコミュニケーションの方法があります。ポイント

手のひらに指先などで

文字を書いて伝える方法

手書き文字

相手の手話に触れて、

手話の形で読み取る方法

触手話

点字タイプライターのキーの代わりに、

盲ろう者の指を直接たたいて点字を表す方法

指点字

●音によって周囲の状況を判断することができません。
　聴覚障害がある人は、火災報知器や車のクラクションの音が聞こえないため、避難や危険回避

が難しい場合があります。また、音声による案内は理解が難しいため、状況判断ができない

ことがあります。

●周りの人に聴覚障害のあることがわかりにくいです。
　聴覚障害は外見ではわかりにくい障害であり、また、中途失聴の人には話せる人が多い

ため、「あいさつしたのに無視された」などと誤解されることがあります。

●会話が苦手なため、不便さを伝えることが困難です。
　言語障害がある人は、話をすることに苦手意識があり、伝えたいことや質問したいことなど

を発言できない不便さがあります。しかし、そのことが理解されず、日常生活に不自由して

いないと誤解されることがあります。

コミュニケーションのポイント

こんなことに困っています！
こま

●電車やバスを利用しているとき、事故などによる運行中止などの緊急放送があっても、

　聴覚障害がある人はわからないため困惑します。電光掲示板を

　示したり、筆談など見てわかる情報を伝えましょう。

●口頭での注文を受けることの多い店では、聴覚障害が

　ある人のために、ホワイトボードなどを利用して筆談

　ができる工夫をしましょう。

●聴覚障害がある人は、後ろから来る自動車のクラクションや自転車のベルの音が聞こえません。

「何か聞こえない理由があるかもしれない」と思い、無理に追い越さないようにしましょう。

●視覚と聴覚の両方に障害があることを「盲ろう」といいます。

●自分一人では、情報を得たり、人と会話したりすること、また外出や移動は困難です。

　社会参加をするためには、さまざまな支援や介助が必要です。

盲ろうとは

し　 かく しょうがい

●言葉を「話す」、言葉を「聞く」、文字を「読む」、文字を「書く」といったことに障害があり、

コミュニケーションが困難な状態で、言語機能障害と音声機能障害に分けられます。

…言葉の理解や適切な表現が困難な障害（失語症など）

…言葉の理解には支障はなく、発音だけが困難な障害（吃音症など）

●言語機能障害
●音声機能障害

聴覚障害とは
ちょう  かく　しょう がい

言語障害とは
げん    ご    しょうがい 望まれる心配りの例

のぞ こころ  くば れい

聴覚障害・言語障害について
ちょう かく しょう がい げん　ご　しょう がい障害を

知ろう

しょうがい

し
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ちょうかくしょうがい きおと しっちょう はな こと ば おとちい き

もう

でん  おん   せい  なん ちょう

かん  おん  せい  なん ちょう

がい じ ちゅうじ き  のう おと つた なんちょうせいじょう

まんせいちゅう じ えん しんしゅつせいちゅう じ  えん おも ちゅうじ しっかん

ない じ おく ちゅうすう しんけいけい しょうがい なんちょうば あい お

こうおんいき おと き ふくすう おと いち ど き とき とくてい

おと き わ むずか

こと ば はな こと ば も　じき よ か しょうがいも　じ

げん  ご    き  のうしょうがい こと ば てきせつり かい ひょうげん しょうがい しつ  ご  しょうこんなん

おん せい  き  のうしょうがい こと ば し しょうり かい こんなん しょうがい きつおんしょうはつおん

こんなん じょうたい げん  ご   き  のうしょうがい おんせい  き  のうしょうがい わ

ちょうかくしょうがい ひと か さいほう  ち  き ひ なんおと き けんかい｠ひきくるま

ば あいむずか じょうきょうはんだんり かいあんない むずかおんせい

ちょうかくしょうがいまわ ひと

ちょうかくしょうがい ちゅう  と  しっちょうがいけん しょうがい ひと ひと おおはな

む　し ご かい

つた こんなんかい わ にが て ふ べん

おと しゅうい じょうきょう はんだん

でんしゃ り よう じ　こ うんこうちゅうし きんきゅうほうそう

ちょうかくしょうがい ひと こんわく でんこうけい  じ  ばん

しめ ひつだん つたじょうほうみ

こうとう ちゅうもん う おお みせ ちょうかくしょうがい

ちょうかくしょうがい ひと うし く じ どうしゃ じ てんしゃ おと き

なに き り ゆう おも お こむ　り

り ようひと ひつだん

く ふう

し かく ちょうかく りょうほう しょうがい もう

じ ぶん ひとり え ひと かい わ こんなんい どうがいしゅつじょうほう

しゃかいさん  か し えん かいじょ ひつよう

せんてんせいなんちょうき ちょうかくしょうがい じ　こ びょうき とちゅう き

ちゅうとしっちょう

ちょうかくしょうがい ひと かい わ てきせつほうほう はなし ば あいつた

なんちょう ちゅう と しっちょう しょうがい ようやく ひっ き じょうほうでんたつ のぞひと

かくにんたが かい わ   ほうほう かくにんひと のぞ

ひつだん こう  わ しゅ  わ だいようはっせい おんせい  き  のうしょうがい

つた

つた ほうほう

かみ か

くち うご

つた ほうほう

い

て ゆび うごからだ

つた ほうほう

い

せいたい しんどうか こえしょくどう ぶ

こえ ほうほう

しょくどうはっせい でんどうしきじんこうこうとう あくび

おんせい  い  がい でんたつほうほう つか たと め み ほうほう

じょうほう でんたつ ゆうこう

つぎ ほうほう

しょくしゅ わ ゆびてん じて　が も　じ

て ゆびさき

つたかも  じ ほうほう

あいて ふしゅ わ

よ とかたちしゅ わ ほうほう

てん じ か

ゆび ちょくせつ てん じ あらわしゃもう ほうほう

つぎもう ひと ほうほう

げん  ご  しょうがい ひと はなし にが  て   い  しき つた しつもん

はつげん ふ べん り かい にちじょうせいかつ ふ  じ  ゆう

ご かい



●車椅子を利用する人などは、手で開閉するドアを開けたり、低い所にある物や高い所にある

物をとることが困難です。困っている様子であれば、「何かお困りですか」などと声をかけ

ましょう。

●介助者がいっしょにいても、必ず本人の意思を確認しましょう。麻痺などにより会話が困難

な人でも話の内容は理解できます。介助者への確認だけでは、本人の意思を無視することに

なってしまいます。

●車椅子を利用する人の中には、車椅子を体の一部と考えている人もいます。いきなり車椅子

に触ったり、押し始めるのではなく、手助けの前には、車椅子を利用する人に手助けの方法

などを確認しましょう。

●内部障害がある人は、体力や免疫力が低下している場合が多いので、いっしょにいるときは、

重い荷物を代わりに持ったり、風邪をうつさないように配りょしましょう。

●肢体不自由は、脳や神経、筋肉、関節などの運動や動作に関係する器官に問題が起きて、

両手両足、体幹などがうまく動かせず、歩けない、物が持てないなど、日常生活に支障がで

ている状態です。

●脳に関しては、麻痺や不随意運動、失調などがあります。また、神経に関するものとしては、

交通事故や高い所からの転落などで背骨を骨折した人に起こる脊髄損傷などがあります。
●筋肉に関しては、筋ジストロフィー症という全身の筋肉の機能が低下する病気などがあり
ます。また、関節に関する病気としては、加齢により関節が変形する変形性関節症などが
あります。

●運動や動作に関する障害のほか、心臓や肺、腸、膀胱などの内臓がうまく機能せず、日常

生活に大きな制限を受ける内部障害があります。

●補装具…障害のある人の身体機能を補い、または代替し、長期間にわたり継続して使用
されるもの（例：義手、義足、車椅子、義眼、補聴器など）

●車椅子を利用する人は、十分なスペースがなかったり、ちょっとした段差があると、移動で

きないことがあります。

●脊髄損傷の人では、手足がうまく動かせないだけでなく、感覚もなくなったり、体温調節が

うまくできない人もいます。

●口や舌の動きが麻痺していると、言葉を使って自分の思いを十分に伝えることが困難な人も

います。

●内部障害がある人は外見からはわかりにくく、周りから理解されにくいため、電車やバスの

優先席、多機能トイレ、障害者等用駐車スペースを利用しにくいなど、心理的ストレスを受け

やすい状況にあります。

●心臓機能障害により心臓ペースメーカーを使用している人では、携帯電話・スマートフォン

などから発せられる電磁波などの影響でペースメーカーが誤作動を起こす恐れがあります。

また、呼吸器機能障害がある人は、たばこの煙などに影響を受けます。

●腎臓機能障害がある人の中には、人工透析治療などにより定期的な通院が必要な人がいます。

また、膀胱・直腸機能障害で人工肛門や人工膀胱を使用している人は専用のトイレが必要です。

ポイント 車椅子を利用する人に話しかけたり、会話する場合は、立って話をすると
上から見下ろしているような心理的負担を与えるので、かがむなどして目線
の高さを合わせましょう。

●通路などの歩行空間に通行を妨げる物などを置かないようにしましょう。

●店舗などの駐車場にある障害者等用駐車スペースに、

　特に必要のない人が駐車するのはやめましょう。

●障害がない人は多機能トイレを長時間使用することがないように

　しましょう。

●呼吸器機能障害で酸素ボンベを使っている人の近くで、たばこは控え

　ましょう。また、心臓機能障害で心臓ペースメーカーを使っている人

　の近くでは、携帯電話・スマートフォンの電源を切りましょう。

●車椅子を利用する人や足が不自由な人が利用しやすいよう、店舗の入口などに段差がある

場合は、スロープを設置するなど、段差を解消

する工夫をしましょう。

●肢体不自由がある人は、電車やバスなどの乗り

降りや、建物の出入り、歩行などに時間がかか

ることがあります。どんな人にも個人差がある

ことを理解して、無理に急がせるようなことは

しないようにしましょう。

こんなことに困っています！こんなことに困っています！
こま
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し たい  ふ   じ  ゆう のう しんけい きんにく かんせつ うんどう どう さ もんだいき かんかんけい お

し たい  ふ   じ  ゆう ひと でんしゃ の

くるま い　す り よう じゅうぶん だん さ い どう

せきずいそんしょう ひと て  あし うご たいおんちょうせつかんかく

くち うごした ま　ひ こと ば つか じ ぶん つた こんなん ひとおも じゅうぶん

ない ぶ しょうがい ひと がいけん まわ でんしゃり かい

ゆうせんせき た  き  のう しょうがいしゃとうようちゅうしゃ り よう うしん  り  てき

しんぞう  き  のうしょうがい しんぞう し よう ひと けいたいでん わ

じんぞう  き のうしょうがい ひと なか じんこうとうせき  ちりょう ひつようつういん ひとてい  き  てき

ぼうこう ちょくちょうき のうしょうがい じんこうこうもん せんよう ひつようひとじんこうぼうこう し よう

でん  じ    ははっ ご　さ  どうえいきょう おそお

けむりひとこ きゅう  き　き  のうしょうがい えいきょう う

じょうきょう

つう ろ ほ  こうくうかん つうこう さまた もの お

てん  ぽ ちゅうしゃじょう しょうがいしゃとうようちゅうしゃ

た　き  のうしょうがい ひと ちょう じ  かん し よう

こ きゅう き　き のうしょうがい さん そ ひと ちか ひかつか

しんぞう  き のうしょうがい つか ひとしんぞう

ちか けいたいでん わ でんげん き

ば あい せっ ち だん さ かいしょう

く ふう

お たてもの で　い ほ こう じ かん

ひと こ  じん  さ

り かい む　り いそ

とく ひつよう ひと ちゅうしゃ

くるま い　す り よう ひと かいへい て あ たか ところものひく ところ

くるま い　す り よう り ようひと ひとあし ふ   じ  ゆう だん さいりぐちてん ぽ

くるま い  す り よう ひと なか くるま い  す からだ いち ぶ かんが くるま い  すひと

ない ぶ しょうがい ひと たいりょく めんえきりょく てい か ば あい おお

おも に  もつ か も か　ぜ はい

さわ お はじ て  だす まえ くるま い　す ほうほうり よう ひと て  だす

かくにん

かいじょしゃ かなら ほんにん い　し かくにん かい わ こんなんま　ひ

り かいひと はなし ないよう かいじょしゃ かくにん い　し む　しほんにん

くるま い　す り よう ひと はな かい わ ば  あい た はなし

うえ み　お しん  り  てき  ふ  たん あた め  せん

こんなんもの こま よう す こえなに こま

りょうてりょうあし たいかん うご ある もの も にちじょうせいかつ し しょう

のう かん ま　ひ ふ  ずい  い うんどう しっちょう しんけい かん

こうつう  じ　こ たか ところ てんらく せ ぼね こっせつ ひと お せきずいそんしょう

きんにく かん きん しょう ぜんしん きんにく き のう てい か びょうき

うんどう かんどう さ しょうがい しんぞう はい ちょう ぼうこう ないぞう き のう にちじょう

せいかつ せいげんおお う ない ぶ しょうがい

ほ  そう   ぐ しょうがい ひと しん たい き のう おぎな だいたい ちょう き  かん けいぞく し  よう

れい ぎ しゅ ぎ そく くるま い　す ぎ がん ほちょうき

かんせつ かん びょう き か れい かんせつ へんけい へんけいせいかんせつしょう

じょうたい

ひと

あたか



知的障害について

●複雑な会話や抽象的な概念を理解しにくいです。
　物事を考えることに時間がかかることから、手順を覚えることが困難であったり、ルールや

約束事を理解できなかったり、予定や先の見通しを立てることが苦手な人もいます。

●自分の考えや気持ちを伝えるのが苦手です。
　生活に必要な情報が得られなかったり、他人とトラブルになったり、困ったことが起きても

自分から助けを求められなかったりします。

●文字の読み書きや計算が苦手な人もいます。
　いろいろな書類や製品の取扱説明書などが理解できなかったり、お金の計算ができないため

一人だけでは買い物に行けないなど、生活をする上で困ることがあります。

●集中力や自己をコントロールする力が弱い人もいます。
　長い時間、人の話を聞くことができなかったり、落ち着きなく動き回る人もいます。また、

いやなことがあると、怒ったり泣いたりしてしまうことがあります。

●話しかけるときは、穏やかに優しい口調で「こんにちは」とか「どうしましたか」などと声を

かけましょう。厳しい口調だと萎縮させてしまいます。

●説明する場合は、わかりやすい単語を使って、短く具体的に説明しましょう。相手が理解し

ていない様子であれば、言葉を変えて、さらにていねいに繰り返し説明しましょう。

●知的障害がある人に質問する場合、答えやすいような聞き方をするようにしてください。

　また、相手がゆっくり考えて答えることができるように慌てないで待ちましょう。

●突発的な出来事に弱く状況判断ができないので、「泣きわめく」「飛び跳ねる」「ひっくり

かえる」などのパニック状態になる場合があります。そのときはゆとりをもって穏やかに話

しかけ、落ち着ける場所に誘導しましょう。

ポイント 知的障害の程度によっては、自尊心の高い人もいます。
知的障害があるからといって、赤ちゃんに話すような言い方や接し方は
しないで、その人の年齢に応じた話し方や接し方をしてください。

●知的障害がある人は、「赤信号でも渡る」「遮断機が下りても線路に入る」など、危険に対する

認識がなかったり、助けを求めることができない場合があります。そのときは、できるだけ

優しく、危険であることを知らせましょう。

●難しい漢字や長い文章は理解できないことが多いので、漢字にはルビを振る、長い文章は

短くわかりやすい文章にするなど、工夫する必要があります。

●文字や会話によるコミュニケーションが困難な知的障害がある人には、絵や写真、○×などの

サイン、コミュニケーション支援ボードなどを使って、その人の意思をくみ取るよう工夫

してください。

●知的障害がある人は、悪意がなく行動すること（例：お店の商品を並べ替える。大きな声を

出す。一つの物や人を見続けるなど）があります。その行動をやめてほしい場合は、優しい

口調で「終わりにしましょう」「どうしましたか」

などと声をかけてください。場合によっては、その

行動をそっと見守ることも大切です。

●おおむね18歳までの発達期に発生し、「読む」「書く」「計算する」といった知的機能に困難

があって、社会生活にうまく適応できない状態です。

●障害の程度はさまざまで、重度の知的障害がある人は、同伴者を必要とすることもありますが、

軽度の知的障害がある人には、社会に出て働いている人もいます。また、知的障害のある人は、

感性の豊かな人が多いです。

●けがや老齢化によって知的機能が低下したり、適応行動ができない場合とは区別されます。

●重度の肢体不自由と重度の知的障害が重複した状態を「重症心身障害」といいます。自分一人
では日常生活を送ることが困難であるため、自宅で介護を受けたり、専門施設に入所したり

して生活しています。また、病院などでの管理がなければ、呼吸することや栄養を摂取する

ことも困難な状態を「超重症心身障害」といいます。

●認知症… 生後いったん正常に発達した種々の精神機能が慢性的に減退・消失することで、

「日常生活・社会生活を営めない状態」をいう。後天的原因により生じる知能の

障害である点で、知的障害とは異なる。

こんなことに困っています！
こま

コミュニケーションのポイント

知的障害とは
ち 　てき　しょうがい
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ふくざつ かい わ ちゅうしょうてき り かいがいねん

ものごと かんが じ かん てじゅん おぼ こんなん

やくそくごと り かい たよてい さき み  とお にが て ひと

じ ぶん かんが き　も にが てつた

せいかつ ひつよう じょうほう た にん こま おえ

も　じ よ か けいさん にが て ひと

じ ぶん たす もと

しゅうちゅうりょく じ　こ ちから よわ ひと

なが じ かん ひと きはなし ひとお つ うご まわ

しょるい とりあつかいせつめいしょせいひん り かい けいさんかね

せいかついかひとり もの うえ こま

ち てきしょうがい ひと あかしんごう わた しゃだん き お せん ろ はい き けん たい

にんしき たす もと ば あい

むずか かん じ なが ぶんしょう り かい おお かん じ ふ なが ぶんしょう

みじか く ふう ひつようぶんしょう

も　じ かい わ こんなん ち てきしょうがい ひと え しゃしん

し  えん つか ひと い　し と く ふう

ち てきしょうがい ひと 　あく い こうどう れい みせ しょうひん なら か おお こえ

だ ものひと ひと み つづ こうどう ば あい やさ

く ちょう お

こうどう み まも たいせつ

やさ き けん し

はな おだ やさ くちょう こえ

よう す こと ば か せつめいく かえ

とっぱつてき で　き　ごと よわ じょうきょうはんだん な と は

じょうたい ば あい おだ はな

お つ ば しょ ゆうどう

ち  てきしょうがい てい ど じ そんしん ひとたか

ひと ねんれい はなおう せっ かたかた

ち  てきしょうがい あか はな い かた せっ かた

きび くちょう いしゅく

せつめい ば あい たん ご つか みじか ぐ たいてき せつめい あい て り かい

あい て かんが こた あわ ま

ち てきしょうがい ひと しつもん ば あい こた き かた

さい はったつ き はっせい よ か けいさん こんなんち  てき  き  のう

しょうがい てい ど じゅうど ち てきしょうがい ひと どうはんしゃ ひつよう

けい  ど ち てきしょうがい ち てきしょうがいひと で はたらしゃかい ひと ひと

ろうれい か ち てき  き  のう てい か てきおうこうどう ば あい く べつ

びょういんせいかつ かん  り こきゅう えいよう せっしゅ

じょうたいこんなん ちょうじゅうしょうしんしんしょうがい

にん   ち  しょう せい ご せいじょう はったつ しゅじゅ せいしん  き  のう まんせいてき げんたい しょうしつ

にちじょうせいかつ しゃかいせいかつ いとな じょうたい しょう ち のうこうてんてきげんいん

しょうがい てん ち  てきしょうがい こと

じゅうど じゅうどし たい  ふ   じ  ゆう ち てきしょうがい じょうたい じ ぶん ひとりちょうふく じゅうしょうしんしんしょうがい

にちじょうせいかつ こんなんおく かい ご う せんもん し せつ にゅうしょじ たく

てきおうしゃかいせいかつ じょうたい

おこ な

おおひとゆたかんせい

こえ ば あい

言葉の説明
こと  ば せつめい
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●自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害

　これらのタイプの共通の特性としては、「社会性・コミュニケーションの障害」や「興味、

活動の範囲が狭く、パターン化した行動やこだわりが強いこと」があげられます。また、

ざわざわした環境が苦手だったり、大きな音を怖がるなどの音に対する敏感さや、身体に

触れられることが苦手といった感覚の過敏さと、逆に痛みや疲れを感じにくいといった感覚

の問題がみられる場合があります。

●注意欠陥多動性障害

　集中できない、うっかりミスが多いなどの「不注意」、しゃべりすぎる、待つことが苦手で

動き回る、じっとしていられないなどの「多動」、考えるよりも先に言動や行動を起こして

しまうなどの「衝動性」といった特性があります。

●学習障害

　全般的な知的発達に遅れはないのに、「読む」「書く」「計算する」などの特定の能力に著し

い困難がある状態をいいます。

平成 25 年に、病気や障害を分類する手引「ＤＳＭ－５」に

おいて診断基準の改定が行われ、自閉症、アスペルガー症候群

などは、連続した一つの症状という考え方になり、診断名も自閉

スペクトラム症に変更されました。また、注意欠陥多動性障害、

学習障害についても診断名がそれぞれ注意欠如多動症、限局性

学習症に変更され、今後はこの診断名が一般的に使われていく

ことになると考えられます。

主な発達障害

●対人関係が苦手で、常同的な行動や活動がみられます。
　自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害がある人は、相手の気持ちを理解

したりすることが苦手で、周囲との共感的な関係を築くのは難しい場合が多いです。また、

変化に対応するのが苦手で、同じ行動パターンにこだわることがあります。

●うっかりしたミスや出し抜けの行動をとるときがあります。
　注意欠陥多動性障害（注意欠如多動症）がある人は、うっかりして同じ間違いを繰り返したり、

約束事や決まり事が守れなかったり、出し抜けに行動してしまい、周りの人に誤解されてし

まうことがあります。

●読むことや書くことが極端に苦手であったりします。
　学習障害（限局性学習症）がある人は、音と文字のつながりを理解することや文字の視覚認知

などが困難であるため、読むことや書くことが極端に苦手であったりします。

こんなことに困っています！
こま

●発達障害に対する間違った知識や思い込みによる偏見をなくし、正しい知識を増やしていく

ようにしましょう。

●発達障害は脳の機能障害によって生じるもので、親の育て方や本人の努力不足によるもの

ではないことを理解してください。

●障害特性による困難さがある反面、平均以上に優れた能力を持つこともあります。本人の

得意なこと、強みに注目してみましょう。

●わかりやすく具体的に話しましょう。

●何かを説明するときは、言葉だけでなく、絵や写真など実物のイメージがわかるものを見せて

伝えましょう。

●新しい予定や予定の変更に対応が難しい人もいます。本人がわかるように具体的に説明しま

しょう。

●一度に複数のことを扱うのが難しい人もいます。一つずつ順を追って簡潔に話をしましょう。

●学習障害（限局性学習症）などの発達障害がある場合は、困難なことを補う方法を一緒に

考えましょう。

●聴覚過敏がある人は、騒がしい場所では落ち着いて話をしたり、作業をしたりすることが

難しい場合があります。静かな場所を用意して話をしてみたり、作業を進めることに集中

できる環境を作りましょう。

診断基準の改定
しん だん き じゅん かいてい

コミュニケーションのポイント

望まれる心配りの例
のぞ こころ  くば れい

発達障害について
はっ  たつしょうがい
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おも はっ   たつ  しょう がい

じ  へいしょう しょうこうぐん こうはんせいはったつしょうがいた

ちゅうい けっかん  た  どうせいしょうがい

がくしゅうしょうがい

きょうつう とくせい しゃかいせい しょうがい きょう み

たいじんかんけい にが て こうどう かつどうじょうどうてき

き   も り かいひとこうはんせいはったつしょうがいしょうこうぐん たじ  へいしょう あい て

にが て しゅうい きょうかんてき きずかんけい おおむずか ば あい

やくそくごと き ごと まも ご かいこうどうだ ぬ まわ ひと

よ か きょくたん にが て

がくしゅうしょうがい げんきょくせいがくしゅうしょう ひと おと も　じ も　じ し かくにん ちり かい

がくしゅうしょうがい げんきょくせいがくしゅうしょう はったつしょうがい ば あい ほうほう いっしょこんなん おぎな

こんなん かよ きょくたん にが て

ぐ  たいてき はな

なに せつめい こと ば え しゃしん じつぶつ み

あたら よ てい よ てい へんこう たいおう むずか ひと ほんにん ぐ  たいてき せつめい

ちょうかく  か  びん ひと さわ 　ば しょ つお はなし さぎょう

かんが

はったつしょうがい たい ま ちが ち しき おも こ へんけん ただ ち しき ふ

はったつしょうがい のう き のうしょうがい しょう おや そだ かた ほんにん どりょく ぶ そく

しょうがいとくせい こんなん はんめん へいきん い じょう すぐ のうりょく も ほんにん

とく い つよ ちゅうもく

り かい

ば あいむずか しず 　ば しょ はなしよう い さぎょう すす しゅうちゅう

いち ど ふくすう あつか むずか ひと ひと かんけつじゅん お はなし

にが てたいおうへん か おな こうどう

ぬ こうどうだ

ひと おな ま ちが く かえちゅう い  けっかん  た どうせいしょうがい ちゅう い  けつじょ  た どうしょう

かつどう はん い せま か こうどう つよ

かんきょう にが て おお おと こわ おと たい びんかん からだ

ふ にが て かんかく か びん ぎゃく いた つか かん かんかく

しゅうちゅう ふちゅういおお ま にが て

ぜんぱんてき ち  てきはったつ よ か けいさんおく とくてい のうりょく いちじる

へいせい ねん びょうき しょうがい ぶんるい て  びき

こんなん じょうたい

うご まわ た どう かんが さき げんどう こうどう お

しょうどうせい とくせい

もんだい ば あい

しょうこうぐんじ  へいしょうおこなかいていしん だん  き  じゅん

しょうじょうひとれんぞく かたかんが しんだんめい じ  へい

ちゅう い  けっかん  た  どうせいしょうがいへんこうしょう

しんだんめいがくしゅうしょうがい ちゅう い  けつ じょ  た  どうしょう げんきょくせい

こん ごへんこうがくしゅうしょう しんだんめい

かんが

いっぱんてき つか

つた

かんきょう つく

障害を
知ろう

しょうがい

し



●あいまいな表現は避け、「具体的に」「はっきりと」「簡潔に」話を伝えましょう。

●否定的な言葉ではなく、肯定的な言葉を使って話しましょう。

●次々と説明するのではなく、一つずつゆっくりと話しましょう。

●精神障害がある人にはさまざまな症状がみられます。困っていても助けを求められなかった

り、また、どんなことに困っているか本人もわからないことがあります。対応に悩むようで

あれば、地域の保健所や市町村役場、県の精神保健福祉センターに相談してください。

●精神疾患のため精神機能に障害が生じて、日常生活を送ったり、社会参加をしたりすることが

難しくなり、長期間、特別な工夫や周囲からの手助けが必要な状態をいいます。

●精神障害には、統合失調症、そううつ病、うつ病、認知症、てんかん、アルコール・薬物・

ギャンブルへの依存症などがあります。

●精神疾患は、誰でもなる可能性があります。多くの場合は、服薬治療やリハビリテーション

などで症状が安定し回復に向かい、地域で安定した生活を送っている人もたくさんいます。

●精神疾患は早期治療が大切ですが、誤解や偏見があることで周囲への相談や精神科への受診

を躊躇してしまう人もいます。

●外見からはわかりにくい状態です。

　回復までの経過において、無気力になったり、集中力や持続力が低下したり、落ち込んだり、

疲れや眠気を感じてひきこもりがちになるなど、生活のしづらさがみられます。しかし、

障害が外見からはわかりにくいので、周囲から障害を理解されにくい傾向があります。

●誤解や偏見があります。

　精神障害への周囲の無理解から、孤立したり、病気を隠したりする人もいます。また、ストレス

に弱く、精神的に疲れやすい傾向があり、周りから誤解されてしまうことがあります。

●社会生活にとまどっている人もいます。

　長期入院などから、社会生活に慣れていない人もいます。また、治療には長い時間を要する

ことが多いため、社会的な交流も少なくなり、人付き合いが苦手な人もいます。

精神障害とは
せい　しん　しょう がい

こんなことに困っています！
こま

●精神障害への間違った知識や思い込みによる偏見をなくし、正しい知識を増やしていくよう

にしましょう。

●不安を感じさせない穏やかな対応が必要です。相手が伝えたいことをゆっくりと根気よく

聞くようにしましょう。

●病気の症状などによってはデリケートな事柄もあることから、プライバシーに配りょした対応

をしましょう。

●必要以上に「がんばれ」と励ますなど、精神的な負担となるような行為は控えましょう。

●精神疾患は、薬を中断したり、ストレスが重なると症状が悪化・再発することがあります。

よく眠れなかったり、急に活動的になったり、ささいなことに過剰に反応するなどの注意

サインがみられたら、無理を避け、ゆっくり休養させるような働きかけも大切です。

コミュニケーションのポイント

望まれる心配りの例
のぞ こころ  くば れい

精神障害について　
せい  しんしょうがい障害を

知ろう

しょうがい

し
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せいしんしっかん せいしん  き のう しょうがい しょう にちじょうせいかつ おく しゃかいさん か

ひょうげん さ ぐ たいてき かんけつ つたはなし

せいしんしょうがい ま  ちが ち しき ち しきおも こ へんけん ただ ふ

ふ  あん かん おだ たいおう ひつよう あい て つた こん き

びょうき しょうじょう ことがら はい たいおう

ひつよう  い じょう せいしんてき ふ たん こう いはげ ひか

せいしんしっかん かさ しょうじょう さいはつあっかちゅうだんくすり

かじょう はんのう ちゅういかつどうてききゅうねむ

はたら たいせつさ きゅうようむ　り

ひ ていてき こと ば こと ばこうていてき つか はな

つぎつぎ せつめい はなひと

せいしんしょうがい ひと しょうじょう こま たす もと

ほんにんこま たいおう なや

けん せいしん  ほ  けんふく しほ けんじょち いき し ちょうそんやく ば そうだん

がいけん じょうたい

かいふく けい か む　き  りょく しゅうちゅうりょく じ ぞくりょく てい  か お こ

つか ねむ け かん せいかつ

しょうがい がいけん しゅうい しょうがい り かい けいこう

ご かい へんけん

せいしんしょうがい しゅう い こ りつ びょうき かく ひとむ   り かい

しゃかいせいかつ ひと

ちょうきにゅういん しゃかいせいかつ な ひと ちりょう なが じ かん よう

おお しゃかいてき こうりゅう すく ひと づ あ にが て ひと

よわ せいしんてき けいこう ご かいまわつか

せいしんしっかん だれ か のうせい おお ば あい ふくやく  ち りょう

せいしんしっかん そう き　ち りょう たいせつ ご かい へんけん しゅうい そうだん せいしん か じゅしん

しょうじょう あんてい かいふく む ち いき あんてい せいかつ おく ひと

むずか ちょうき  かん とくべつ く  ふう しゅうい て だす ひつよう じょうたい

せいしんしょうがい とうごうしっちょうしょう

い ぞんしょう

びょう びょう やくぶつにん  ち しょう

ちゅうちょ ひと

き



身の回りのさまざまな障壁（バリア） 心のバリアフリーを進めよう！

●障害の種別や個人の心身機能の障害の程度によっては、支援や配りょの方法が異なります。

ある人にとっては手助けになることが、別の人には苦痛となることもあります。

●自分の考えや思い込みで手助けするのではなく、障害がある人の立場に

　立って本当に必要としている支援などを見極め、判断することが大切です。

●障害や障害がある人に関する理解を深めるため、研修に参加したり、

　障害がある人から話を聞くような機会をつくることも大切です。

●車椅子利用者の移動の妨げになる歩道の

段差や幅の狭い通路

●車椅子利用者が乗車できないバスや電車

●視覚障害のある人が買うことができない

自動販売機

●車椅子利用者が入ることができない

建物の出入口の段差や回転ドア

など

●障害により取得できない資格や免許制度

●賃貸住宅への重度障害者の単身入居の

制限

●手の不自由な人へ直筆を求める制度

●視覚障害がある人が盲導犬と一緒に入れ

ない店舗

　　　　　　など

利用者が移動しづらい

道路や公共交通機関、建物など

障害者が機会の均等を奪われている

法令や制度など

●心身機能に障害がある人を

社会にとって役立たない人と

か迷惑な存在と考えること

●精神障害がある人と犯罪とを短絡的に

結びつける発想

●障害者施設の建設に反対する住民運動

●心身機能に障害がある人をかわいそうな

人と思い、一方的に同情すること

など

障害者が入手しづらい方法による

情報伝達など

障害や障害がある人について理解を深めましょう！

社会ルールを守り、思いやりを持った行動をしましょう！

積極的に声をかけましょう！

●障害がある人の立場でみると、日常生活・社会生活をおくる上では、さまざまな障壁（バリア）

のあることがわかります。困った様子の障害がある人などを見かけたら、積極的に声をかけ

ましょう。そして、どのようなことに困っているのか、どのような手助けが必要なのか、

本人に確認してみましょう。

●障害があっても、できるだけ自分の力でやりたいと思っている人もいます。視覚障害がある人

や車椅子を利用する人の中には、慣れている場所であれば手助けを遠りょする人もいます。

断られてもがっかりしないでください。あなたの優しい気持ちはその人に届いています。

●電車やバスなどの優先席付近では、携帯電話・スマートフォンの電源を切るようにしましょう。

また、優先席を必要とする人（高齢の人や障害がある人など）が近くに立っていたら、優先席

を譲るようにしましょう。

●視覚障害がある人の中には、点字ブロックを頼りに歩行する人がいます。点字ブロックの上

に自転車や物を置いたり、点字ブロック上で立ち話をするのはやめましょう。

●駐車場の障害者等用駐車スペースには、必要のない人は駐車しないようにしま

　しょう。また、多機能トイレや車椅子・ベビーカー優先エレベーターなども、

　必要のない人はなるべく利用しないようにしましょう。

●災害や緊急時は、障害の有無を問わず、誰もが協力して危機を乗り切る

　ことが大切です。自分ができることは何か考え、行動しましょう。

よろしく
おねがいします

●視覚障害のある人が利用

できない家電機器やタッチ

パネル式のＡＴＭ

●聴覚障害がある人に情報が伝わらない

音声によるアナウンス放送

●聴覚障害がある人に情報が伝わらない

音による緊急警報や警告

●知的障害がある人に理解

できない難しい案内や文章

など

文化・情報
のバリア

物理的
なバリア

制度的
なバリア

意　識
のバリア

社会の中にある意識の壁

例えば… 例えば…

例えば… 例えば…

バリアの
存在
そんざい

心の
バリアフリー

こころ

み まわ しょうへき

くるま い　す り よう ひと なか な ば しょ ひとて だす えん

ことわ やさ き　も とどひと

こま よう す しょうがい ひと み せっきょくてき こえ

ほんにん かくにん

じ てんしゃ もの お てん じ じょう た ばなし

し かくしょうがい

ゆず

ひと なか てん じ ほ こう ひとたよ てん じ うえ

ちゅうしゃじょう しょうがいしゃとうようちゅうしゃ ひつよう ひと ちゅうしゃ

ひつよう ひと り よう

さいがい きんきゅう じ しょうがい う　む と だれ きょうりょく き　き の き

たいせつ じ ぶん なに こうどうかんが　　

た　き  のう くるま い　す ゆうせん

でんしゃ ゆうせんせき  ふ きん でんげんけいたいでん わ き

しょうがい じ ぶん ちから おも し かくしょうがいひと ひと

しょうがい しょうがいしゅべつ こ じん てい  ど し  えん はい ほうほう ことしんしん  き  のう

じ ぶん て  だすかんが おも しょうがい ひと たち ばこ

た ほんとう ひつよう し えん み きわ はんだん たいせつ

しょうがい しょうがい ひと かん り かい ふか けんしゅう さん か

しょうがい ひと はなし き き かい たいせつ

しょうがい ひと たち  ば にちじょうせいかつ うえ しょうへきしゃかいせいかつ

ひと ひとべつ く  つうて  だす

こま て だす ひつよう

ゆうせんせき ひつよう ひと ひとこうれい しょうがい ひと ちか た ゆうせんせき

たと たと

たと たと

い どうり ようしゃ

こうきょうこうつう き かんどう ろ たてもの

にゅうしゅしょうがいしゃ ほうほう

しゃかい なか かべい しき

き かいしょうがいしゃ きんとう うば

ほうれい せい  ど

ち  てき しょうがい ひと り  かい

むずか あんない ぶんしょう

ちょうかくしょうがい ひと じょうほう つた

おんせい ほうそう

ちょうかくしょうがい ひと じょうほう つた

おと きんきゅうけいほう けいこく

くるま い　す り よう しゃ い どう さまた ほ  どう

だん さ はば つう ろせま

しょうがい しゅとく し かく めんきょせい  ど

て ふ　じ  ゆう ひと せい  どじきひつ もと

くるま い　す り よう しゃ じょうしゃ でんしゃ

ちんたいじゅうたく じゅう ど しょうがいしゃ たんしんにゅうきょ

せいげん

し かくしょうがい ひと はいいっしょもうどうけん

てん ぽ

し かくしょうがい ひと か

じ  どう はん ばい  き

くるま い　す り よう しゃ はい

たてもの で  いり ぐち だん さ かいてん

しょうがいしゃ し せつ けんせつ はんたい じゅうみんうんどう

ひと おも いっぽうてき どうじょう

しょうがいしんしん  き  のう ひと

しん しん  き  のう しょうがい ひと

しゃかい やく だ ひと

めいわく そんざい かんが

し かくしょうがい ひと り  よう

か   でん  き　き

しき

じょうほうでんたつ

せいしんしょうがい ひと たんらくてきはんざい

はっそうむす

ぶつ　　り　　てき せい　　ど　　てき

ぶん　か じょうほう い　　　　 しき

せっ きょく てき こえ

しゃ  かい まも おも も こう  どう

しょう がい しょう がい ひと り　かい ふか

こころ すす
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この印刷物は、古紙配合率70％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。

※本冊子はユニボイス：Uni-Voice音声コードに対応しています。音声で聞く場合は、音声コードに対応する携帯電話かスマートフォンにアプリをダウンロードしてご活用ください。

　あなたは、心や身体の障害のこと、障害がある人のことを、どのくらい知って

いますか？ また、街中や学校、家の近くなどで、障害がある人が困っていたら、

あなたはどうしますか？

　障害や障害がある人のことをよく知らないため、「手助けしたほうがよいだろ

うか」と思っても、「ほかの人が手助けするだろう」とか「どのように手助け

したらよいのかわからない」などと考えてしまい、声をかけるのをためらっていま

せんか？ または、「障害がある人は、何をするのかわからない危険な人」などと

いう間違った認識から、手助けすることをやめてしまっていませんか？

　このガイドブックでは、障害がある人のサポートに役立つ基礎知識やコミュニ

ケーションのポイントなどを紹介しています。障害がある人は、周囲の理解や

手助け、配りょがあれば、私たちと同じようにできることがたくさんあります。

　あなたの「手助けしたいという気持ち」を実行に移すために、このガイドブック 

を、ぜひ役立ててください。
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山梨県 福祉保健部 障害福祉課
や ま  な し  け ん    ふ く   し    ほ   け ん  ぶ  し ょ う が い  ふ く   し     か

メール／ shogai-fks@pref.yamanashi.lg.jp

電話／ 055-223-1460
ファクス／ 055-223-1464

でん   わ

山梨県 福祉保健部 障害福祉課
や ま  な し  け ん    ふ く   し    ほ   け ん  ぶ  し ょ う が い  ふ く   し     か

メール／ shogai-fks@pref.yamanashi.lg.jp
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こころ

なくそう生きづらさ みんなで築こう共生社会
い きず きょう せい  しゃ  かい

　街や施設などでよく見かける障害がある人に関わる
主なマークには次のようなものがあります。
　みんなで理解して豊かな共生社会をつくりましょう。

まち し  せつ ひと かか

り  かい ゆた きょうせい しゃ かい

み しょうがい

つぎおも

　街や施設などでよく見かける障害がある人に関わる
主なマークには次のようなものがあります。
　みんなで理解して豊かな共生社会をつくりましょう。

まち し  せつ ひと かか

り  かい ゆた きょうせい しゃ かい

み しょうがい

つぎおも
障害がある人に
関するマーク

しょう  がい ひと

かん

こころ からだ しょうがい しょうがい ひと し

き    そ やく だしょうがい ひと ち  しき

しょうがいしょうかい ひと しゅう  い り  かい

はいて  だす わたし おな

て  だすて  だすひとおも

かんが こえ

なにしょうがい ひと き  けん ひと

ま  ちが にんしき て  だす

て  だす き　も じっこう うつ

やく だ

障害者のための
国際シンボルマーク

しょうがいしゃ

こくさい

し せつたてもの
　障害がある人が利用できる
建物や施設であることをわかり
やすく示すための世界共通のシン
ボルマークです。

しめ せ  かいきょうつう

しょうがい ひと り よう

盲人のための
国際シンボルマーク

もうじん

こくさい

ひと あんぜん こう
　世界共通のマークで、視覚障害
がある人の安全を考りょした
建物、設備、機器などに表示さ
れています。

せつ  び　たてもの き　き ひょうじ

し かくしょうがいせ かいきょうつう

身体障害者標識
しんたいしょうがいしゃひょうしき

うんてんめんきょ じょうけん ふ
　肢体不自由であることを理由
に運転免許に条件を付されている
人の車に表示されるマークです。

くるまひと ひょうじ

し  たい  ふ  じ  ゆう り ゆう

まち なか がっこう いえ ちか しょうがい ひと こま

て  だすしひとしょうがい しょうがい

ほじょ犬マーク
けん

　身体障害者補助犬（盲導犬、
介助犬、聴導犬）同伴を受け入
れる施設や店舗であることを示す
マークです。

し せつ てん ぽ しめ

かいじょけん ちょうどうけん どうはん う い

しん たいしょうがいしゃ  ほ  じょけん もうどうけん

ハート・プラスマークハート・プラスマーク

　外見からはわかりにくく、
さまざまな誤解なども受けやすい
内部障害・心臓疾患がある人を
示すマークです。

ひと ない ぶ しょうがい

しめ

しんぞうしっかん

うご かい

がい けん

オストメイトマークオストメイトマーク

　人工肛門・人工膀胱を使用して
いる人（オストメイト）のため
の設備があるトイレに表示され
るマークです。

せつ  び ひょうじ

ひと

じんこうこうもん じんこうぼうこう し よう

ヘルプマーク

　義足や内部障害、妊娠初期
など、外見からはわからなくて
も、手助けや配りょが必要な人
のためのマークです。

はいて だす ひつよう ひと

ぎ  そく

がいけん

ない  ぶ  しょうがい にんしん  しょ  き

聴覚障害者標識
ちょうかくしょうがいしゃひょうしき

　聴覚障害があることを理由に
運転免許に条件を付されている
人の車に表示されるマークです。

じょうけん ふうんてんめんきょ

ひと くるま ひょうじ

り ゆうちょうかくしょうがい

みみ

耳マーク

　外見ではわかりにくい聴覚障害を
示すためのマークで、聴覚障害のある
人がカードなどを身につけています。

しめ

ひと み

ちょうかくしょうがい

がいけん ちょうかくしょうがい


